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あらまし：研究活動は学術研究ミーティングを中心とする 4 つの活動（思考整理，資料作成，研究 MT，
振り返り）から構成される．一連の活動にシステムが追従し，活動情報をシステム間で受け渡す情報基盤

を開発してきた．本研究では，思考整理と資料作成を通じた自己内対話思考を支援するシステムを洗練，

連係させ，視線・セマンティクスアウェアな研究MT資料を生成可能とした．これに対する議論参加者の
視線情報に基づいて，議論前の学習者の自己内対話思考まで遡った内省を促す支援機能を実現した． 
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1. はじめに 
研究活動は多面的な観点からの検討が必要となる

ill-definedな知識創造活動であり，学術研究ミーティ
ング（研究MT）を通して研究内容を深めてゆく．研
究MTに臨むにあたり，学習者は自身の暗黙的な思
考を整理し（図 1①）議論の場を意識した資料を作
成する（図 1②）．作成した資料をもとに議論を先導
し（図 1③），議論後には振り返りを行う（図 1④）．
この振り返りでは議論で受けた指摘をもとに，議論

に先立って行った自己内対話思考（図 1①②）にま
で立ち返る内省が望ましい．こうした一連の活動を

繰り返し，自身の考えを洗練することで，研究MT 
が自己の思考を鍛錬する機会となる．この一連の学

習者の活動にシステムが追従し，自己内対話思考や

議論の意味内容を部分的に捉えることができれば，

考えを深める指摘を学習者の思考の俎上にない観点

から与えるなど，高度で新奇な支援を開拓できる． 
こうしたことを背景に，我々は研究活動を包括的

に支える情報基盤の開発を進めてきた(1)．本研究で

は，視線・セマンティクスアウェアな研究資料とそ

れに対する視線情報をもとに，議論前の学習者の自

己内対話思考の吟味を促す仕組みを開発した． 
 

2. 自己内対話思考 
思考整理と資料作成プロセスが自己内対話思考に

相当する．以下，ここで学習者が取り組む活動と役

割について述べる．思考整理と資料作成活動がシー

ムレスに連係する仕組みを実現することで，自己内

対話思考を支援するとともに，視線・セマンティク

スアウェアな研究 MT 資料が生成可能となり，3 章
で述べる振り返り支援が実現可能となる． 
2.1 研究活動における自己内対話思考 
① 思考整理：学習者が自身の考えを整理する活動で

ある．研究を進める過程でなされた判断や，それに

至る思考プロセスは暗黙的になりやすい(2)．学習者

自身がそうした暗黙的な考えを外化することで，自

分の考えを自己認識して整理する活動である． 
② 資料作成：①での整理に基づいて，議論に上げる

考えと議論を効果的に進めるために必要な情報を整

理する活動である． 
市川は「書くということを通じてこそ，人は自分
の考えを進めたり，新しい考えを出したりできる．」
と述べており(3)，頭の中の考えを表出することは，考

えを深め新たな気づきを得る契機となる．このよう

に，考えを構造的に整理・表現したり資料を作成す

 
図 1 研究活動サイクル内の各活動支援システム 
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ることと，自己内対話思考は実質的に往還を伴う知

識創造活動である．研究活動サイクルにおいては，

自分なりに整理した考えを議論の参加者に誤解なく

伝えるために，資料の構成や議論の意図を吟味する

ことが，自己の考えをさらに深め，研究MTへの準
備性を高める重要な活動となる． 
2.2 自己内対話思考の支援 
本研究では，先行システム(2)を拡充し，同一のシス

テム（インタフェース）上でこれらの活動を連係し

て行うことができる環境を整える．思考外化と自己

内対話思考の往還を促すとともに，資料構成や論理

的な関係性の吟味を促す仕組みを開発することで，

研究MTへの準備性を高める支援を実現する． 
学習者は思考整理支援システム(2)上で，研究テー

マに関する考えをマインドマップ形式で思考ノード

として外化して整理できる（図 1A）．そこに表出さ
れた考えから，議論するものを選択し，資料作成エ

リア（図 1B）にドラッグ＆ドロップすることで資料
を作成できる．この資料作成において，資料内の文

章や項目に例えば「学習者が抱える困難性を根拠と

して支援方法を提案する」といった論理的関係性を

タグ付けすることにより，この整合性を再吟味する

（図 2①）．こうした活動は，議論の準備性を高める
とともに，自己内対話思考の再構成を促す．本シス

テムでは，こうした再考活動を思考整理エリアと資

料作成エリアを対照しながら編集できるインターフ

ェースを採用している． 
思考ノードと論理構成意図から構成された資料は，

研究活動オントロジー(2)と論理構成意図オントロジ

ー(4)に基づく視線セマンティクスアウェアなインス

タンスモデルとして出力されるようになっている

（図 2②）．これを CSCLシステム(5)の入力とするこ

とで，議論参加者の研究資料に対する視線行為の意

味内容を部分的に捉えることができるようになる． 
 

3. 自己内対話思考の振り返り支援 
自己内対話思考支援システムがあることで，思考

整理（図 1①）から振り返り活動（図 1④）に至る学
習者の一連の思考変遷にシステムが追従できるよう

になる．これにより，リフレクション支援システム
(4)（図 1④）においては，研究MT参加者の資料に対

する視線行為（図 1③）を手がかりとして，議論前の
自己内対話思考（図 1①②）に遡って学習者の思考
活動に踏み込んだ助言を提示できる． 
具体的には例えば，視線の振る舞いに基づいて検

出された議論状況「提案者が注目しながら話してい
る領域と別の箇所を参加者が注目していた」を対象
に，視線対象のセマンティクスを捉え，『支援方法の

合理性を判断するためには，学習目標，学習者が抱

える困難性の情報が必要です．実際資料内にその情

報があるか探していると思われる参加者の振る舞い

が見受けられました．あなたは支援方法について考

えるために学習目標は事前に検討していましたが，

学習者が抱える困難性については明示的に考えてい

たでしょうか？考えることが必要な理由を考えて，

議論前の自分の思考を振り返ってみましょう．そし

て，それを踏まえてミーティング資料をより望まし

いものに修正してみましょう．』（下線：資料に付与

されたセマンティクス）といった，議論前の自己内

対話思考の見直しを促す助言が生成可能となる． 
こうした助言は，議論前には気づけていなかった

研究活動を遂行する上での領域固有の要点を学習者

に示唆するとともに，経験を通じてそれを内在化さ

せることによる研究活動の洗練を目掛けている． 
 

4. まとめと今後の課題 
本稿では，思考整理と資料作成に伴う自己内対話

思考を活性化するとともに，その意味内容を捉える

ことができる技術的仕組みを新たに開発した．現在

は，開発したシステムが真正な研究活動の場で運用

可能か，またシステムからの支援は研究活動の質的

向上に資するかの調査を目掛けた実践準備を進めて

おり，図 1①〜④の一連の活動を 3 サイクル程度実
施することを想定している．継続的，累積的に行わ

れる研究活動での学習者の思考が，支援システムの

運用にどのように効用，変遷をもたらすかを，確認

する予定である．  
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図 2 資料作成支援システムの操作と作成資料 
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